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く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女
子
大
は
８
月
29
日
、
管
内
の
Ｊ
Ａ

営
農
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
は
、
ラ
イ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
米
蔵
や
物
流
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
く
に
び
き
サ

ン
サ
ン
市
場
駅
前
店
を
見
学
し
、
松
江
の
農
業
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

当
日
は
16
名
が
参
加
。
最
初
に
、
７
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
く
に
び
き

サ
ン
サ
ン
市
場
駅
前
店
を
見
学
。
店
内
に
並
ぶ
新

鮮
な
野
菜
や
果
物
、
特
産
品
を
使
っ
た
加
工
食
品

な
ど
を
手
に
取
り
、
鮮
度
と
品
揃
え
に
感
心
し
な

が
ら
買
い
物
も
楽
し
み
ま
し
た
。

昼
食
後
に
は
、
八
束
町
に
あ
る
八
束
牡
丹
集
出

荷
場
・
低
温
処
理
施
設
や
、
東
出
雲
町
の
ラ
イ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
米
蔵
、
地
区
本
部
に
隣
接
し
た
物
流

セ
ン
タ
ー
の
倉
庫
も
見
学
し
ま
し
た
。
農
薬
や
肥

料
な
ど
の
生
産
資
材
を
保
管
す
る
物
流
セ
ン
タ
ー

の
倉
庫
で
は
、
担
当
者
か
ら
年
間
の
配
送
重
量
や

供
給
高
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
生
産
資
材
の
流

通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
、「
普
段
入
れ
な
い
場
所
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
た
」「
普
段
買
っ
て
い
る

品
物
に
い
ろ
い
ろ
な
人
や
施
設
が
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

く
に
び
き
地
区
本
部
は
９
月
21
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ

ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ
館
で
サ
ン
サ
ン
料
理
教
室
を
開
き
、
手
ご
ね
生
地
を

使
っ
た
ピ
ザ
を
作
り
ま
し
た
。
組
合
員
・
地
域
住
民
ら
40
人
が
参
加

し
、
ピ
ザ
の
完
成
後
に
オ

ニ
オ
ン
ス
ー
プ
な
ど
と
と

も
に
、
全
員
で
味
わ
い
ま

し
た
。

料
理
教
室
で
は
、
毎

回
、
地
域
に
伝
わ
る
料
理

や
お
菓
子
、
季
節
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
な
ど
を

作
っ
て
味
わ
い
ま
す
。
今

回
は
、
ピ
ザ
、
和
風
ジ
ェ

ノ
ベ
ー
ゼ
（
ソ
ー
ス
）
を

か
け
た
ト
マ
ト
、
オ
ニ
オ

く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女
子
大

は
９
月
16
日
、
プ
ラ
ン
タ
ー
を

使
っ
た
野
菜
栽
培
講
座
を
、
教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ

ｎ
館
で
開
き
ま
し
た
。
23
名
が

参
加
し
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
島
根

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
野
菜
の
あ
す
っ

こ
や
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
の
苗
を
植

え
、
豊
作
に
向
け
栽
培
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

植
え
る
前
に
、
く
に
び
き
地

区
本
部
の
営
農
指
導
員
が
講
師

と
な
り
、
あ
す
っ
こ
と
サ
ニ
ー
レ

タ
ス
の
特
徴
を
解
説
。
あ
す
っ

こ
は
花
蕾
を
取
り
除
く
「
摘
心
」

と
い
っ
た
作
業
が
重
要
に
な
り
、

収
穫
量
や
品
質
に
影
響
す
る
な

ど
と
指
導
。
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
に
つ

い
て
も
、
日
光
が
十
分
に
当
た

る
よ
う
に
苗
の
間
を
15
セ
ン
チ

以
上
あ
け
る
な
ど
の
こ
つ
を
伝

授
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
「
収
穫
時

期
が
待
ち
遠
し
い
」「
う
ま
く
育

つ
か
な
ぁ
」
と
口
々
に
語
り
合
い

な
が
ら
、
丁
寧
な
手
つ
き
で
プ

ラ
ン
タ
ー
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

サ
ン
サ
ン
市
場
駅
前
店

で
新
鮮
な
野
菜
や
果
物

を
購
入
す
る
参
加
者

笑
顔
で
苗
を
植
え
る

参
加
者

生地をこねる参加者

ン
ス
ー
プ
を
調
理
。
ピ
ザ
は
生
地
だ
け
で
な
く
、

ソ
ー
ス
も
素
材
か
ら
作
り
ま
し
た
。

講
師
か
ら
生
地
の
こ
ね
方
や
ソ
ー
ス
の
調
理

法
の
説
明
を
受
け
、
ピ
ザ
作
り
を
開
始
。
小
麦

粉
に
イ
ー
ス
ト
や
調
味
料
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

を
加
え
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
懸
命
に

こ
ね
て
い
き
ま
し
た
。
チ
ー
ズ
と
バ
ジ
ル
の
葉

を
乗
せ
る
シ
ン
プ
ル
な
「
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ノ
ピ

ザ
」
の
ほ
か
、
ベ
ー
コ
ン
や
コ
ー
ン
を
の
せ
る

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

完
成
後
は
、
生
地
と
チ
ー
ズ
の
香
ば
し
い
匂
い

と
、
お
い
し
そ
う
な
焼
き
上
が
り
に
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
簡
単
に

で
き
て
と
て
も
お
い
し

い
」「
生
地
が
ふ
っ
く

ら
し
て
食
べ
応
え
が
あ

る
」
な
ど
と
感
想
を
語

り
な
が
ら
、
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

くにびきサンサン女子大

営農施設を見学！
物流センターで担当者から説

明を聞く参加者
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く
に
び
き
地
区
本
部
は
９
月
21
日
、
交
通
事

故
の
防
止
に
つ
な
げ
て
も
ら
お
う
と
、「
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
に
合
わ
せ
て
、
松
江
市

に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
50
基
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
同

月
22
日
に
は
、
管
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

活
動
も
実
施
し
、
地
域
の
交
通
安
全
意
識
の
啓

発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
地
区
本
部
で
は
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

る
活
動
と
し

て
、
市
内
の

中
学
校
で
自

転
車
用
の
夜

光
反
射
テ
ー

プ
を
寄
贈
し

て
い
る
ほ
か
、

ス
タ
ン
ト
マ

ン
に
よ
る
事

故
の
再
現
を

趣意書と目録を手にする
松浦市長と栗原本部長

窓口での対応を披露する支店職員

栗原令本部長（右）から
表彰を受ける職員

く
に
び
き
地
区
本
部
は
９
月

６
日
、
職
員
の
店
頭
窓
口
で
の

対
応
能
力
を
競
う
「
窓
口
セ
ー

ル
ス
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
支
店
職

員
９
人
が
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
参
加
し
、
日
頃
の
業
務
と
練

習
で
培
っ
た
接
遇
技
術
を
披
露

し
ま
し
た
。

大
会
は
、
職
員
の
対
応
力
を

高
め
る
こ
と
で
、
組
合
員
と
利

用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目

的
に
開
催
し
て
お
り
、
今
年

は
、
川
津
、
古
江
、
法
吉
、
津

田
、
乃
木
、
東
出
雲
、
八
雲
、

宍
道
、
玉
湯
の
９
支
店
か
ら
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
場
者
は
制
限
時
間
７
分
間

の
中
で
、「
振
込
み
が
翌
日
扱

い
に
な
る
」
か
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
忘
れ

た
」
と
い
う
状
況
を
選
ん
で
、

交
通
安
全
に
向
け
松
江
市
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈

管
内
で

清
掃
活
動
も

ロールプレイング大会開催

職員の
接遇能力を競う

披
露
す
る
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
贈
呈
は
、
昭
和
47
年
か

ら
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
目
的
で
、
こ
れ
ま

で
に
１
８
９
８
基
を
寄
贈
し
て
き
ま
し
た
。

松
江
市
役
所
を
訪
れ
た
栗
原
令
本
部
長
は
、

「
古
く
な
っ
た
ミ
ラ
ー
も
あ
る
の
で
、
更
新
し

て
地
域
の
安
全
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話

し
、
松
浦
正
敬
市
長
に
目
録
と
趣
意
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

松
浦
市
長
は
「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
見
通
し
が

悪
い
場
所
で
車
と
歩
行
者
が
互
い
を
発
見
し
や

す
く
な
る
の
で
、
あ
り
が
た
い
。
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

翌
22
日
に
は
、
管
内
で
共
済
専
任
渉
外
（
Ｌ

Ａ
）
と
支
店
職
員
が
清
掃
活
動
と
反
射
タ
ス
キ

の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
八
束
支
店
で
は
、
池

田
久
夫
八
束
美
保
関
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
は
じ
め
、

店
舗
近
辺
に
設
置
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
鏡
面
を
磨
い
た
ほ
か
、
タ
ス
キ
と
交
通
安
全

を
呼
び
掛

け
る
チ
ラ

シ
を
、
通

学
途
中
の

子
ど
も
達

に
配
布
し

ま
し
た
。

タスキを配る池田ブロック長

実
際
の
窓
口
の
様
子
を
再

現
。
来
店
者
役
の
職
員
に
、

書
面
で
の
手
続
き
の
仕
方
を

丁
寧
に
説
明
し
た
ほ
か
、
他

社
の
金
融
商
品
と
の
違
い
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
セ
ー
ル
ス
に
つ
な
げ
る

な
ど
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
見
せ
ま
し
た
。

役
員
ら
６
名
に
よ
る
審
査

で
、「
第
一
印
象
」「
ア
プ

ロ
ー
チ
」「
セ
ー
ル
ス
」「
ク

ロ
ー
ジ
ン
グ
」
の
要
素
を
評

価
し
た
結
果
、
乃
木
、
宍

道
、
玉
湯
支
店
チ
ー
ム
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

宍
道
支
店
の
土
江
か
お
り
職

員
は
「
３
人
で
練
習
を
重
ね

て
き
た
の
で
、
最
優
秀
賞
は

う
れ
し
い
。
練
習
を
通
し
て

ど
う
や
っ
て
上
手
く
対
応
す

れ
ば
い
い
の
か
を
改
め
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

9

く
に
び
き
地
区
本
部
情
報



◆
肉
用
種
牛
の
部�

（
敬
称
略
）

　

　
特
等
賞
次
席
　
山
下
　
孝
治

�

（
鹿
島
町
）

　
一
等
賞
首
席
　
角
　
　
嘉
昭

�
（
竹
矢
町
）

◆
肉
用
子
牛
の
部

　
特
等
賞
次
席
　
高
木
　
　
繁

�

（
宍
道
町
）

　
一
等
賞
首
席
　
山
下
　
孝
治

�

（
鹿
島
町
）

平
成
29
年
度
く
に
び
き
畜
産
共
進

会
が
９
月
21
日
、
宍
道
町
の
島
根
中

央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
肉
用
種

牛
の
部
で
、
永
江
徹
さ
ん
（
宍
道

町
）
の
も
も
え
号
、
肉
用
子
牛
の
部

で
は
角
嘉
昭
さ
ん
（
竹
矢
町
）
の
つ

く
し
号
が
そ
れ
ぞ
れ
、
特
等
賞
首
席

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
共
進
会
は
、
品
質
の
高
い
家
畜

の
生
産
を
促
進
す
る
目
的
で
毎
年
開

催
。
県
種
畜
産
共
進
会
、
県
中
央
子

牛
共
進
会
の
選
抜
も
兼
ね
て
い
ま

す
。当

日
は
、
く
に
び
き
管
内
か
ら
肉

用
種
牛
11
頭
、
肉
用
子
牛
12
頭
が
出

品
。
審
査
委
員
は
、
体
格
や
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
、
月
齢
に
応
じ
た
発
育
状

態
な
ど
を
、
真
剣
な
表
情
で
審
査
し

ま
し
た
。

審
査
委
員
は
「
全
体
的
に
発
育
が

非
常
に
い
い
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
若
干

少
な
く
感
じ
た
が
、
体
格
の
バ
ラ
ン

ス
も
良
か
っ
た
」
と
し
、「
そ
の
中

で
も
特
等
賞
首
席
の
牛
は
体
格
、
バ

ラ
ン
ス
が
群
を
抜
い
て
い
た
」
と
評

価
し
ま
し
た
。

永
江
さ
ん
は
「
県
大
会
ま
で
２
ヶ

月
あ
る
の
で
日
々
の
管
理
に
気
を

配
っ
て
調
整
す
る
」
と
話
し
、
角

さ
ん
も
「
皆
さ
ん
の
応
援
を
糧
に

頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し

た
。
特
等
賞
首
席
、
特
等
賞
次
席

に
選
ば
れ
た
個
体
は
、
10
月
21
日

（
肉
用
種
牛
）、
11
月
10
日
（
肉
用

子
牛
）
に
開
か
れ
る
県
種
畜
共
進

会
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
す
。

他
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

く
に
び
き
畜
産
共
進
会
が
開
催

肉
用
種
牛
・
子
牛
23
頭
が
品
質
競
う

肉用種牛の特等賞首
席・ももえ号

肉用子牛の特等賞首
席・つくし号

申出数量 集荷数量 等　　級 １等米比率 申出数量対比１等 ２等 ３等
加 工 用 米 3,196 1,982 355 1,415 212 17.9% 62.02%

目標数量 集荷袋数 目標数量対比
120,000 46,633 38.86%

※各品種の「しじみ米」は品種数量に包含しています。※各品種の数量には加工用米を包含しています。

平成29年産米集荷状況 目標１２万袋！１袋でも多く出荷をお願い致します

品種名 申出数量 集荷数量 等　　級 １等米比率 申出数量対比１等 ２等 ３等

う
る
ち

ハ ナ エ チ ゼ ン 14,092 10,487 4,122 6,060 305 39.3% 74.42%
コ シ ヒ カ リ 43,575 24,087 5,374 14,665 4,048 22.3% 55.28%
き ぬ む す め 36,288 66 54 12 0 81.8% 0.18%
つ や 姫 18,608 11,446 8,666 2,739 41 75.7% 61.51%
そ の 他 0 66 0 66 0 0.0% 0.00%
う る ち 計 112,563 46,152 18,216 23,542 4,394 39.5% 41.00%

も    ち 1,694 481 0 462 19 0.0% 28.39%
合    計 114,257 46,633 18,216 24,004 4,413 39.1% 40.81%

（単位：袋・％）

平成29年9月22日現在
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第
１
区

松
江
東
（
17
名
）

久
保
田
明
雄 

○

松
本　

一
徳 

○

引
野　

三
郎

足
立　

裕
子 

○
★

松
本　

英
雄 

○

青
山　

嘉
夫 

○

野
津　

富
夫

野
津　

初
枝 

★

津
森　

己
利 

○

松
本　

春
善

今
村　

孝
司

門
脇　
　

豊

坪
倉　
　

慶

内
田　

悦
子 

★

藤
原　
　

薫 

○

矢
田　

幸
治 

○

西
村　
　

靖

第
２
区

松
江
北
（
24
名
）

米
倉　

得
雄

山
根　

輝
子 

○
★

宅
和　
　

隆

福
田　

幹
夫 

○

福
田　

明
政

中
村　

礼
三 

○

中
倉　

俊
彦

梶
谷　
　

憲

山
根　

明
利 

○

藤
井
す
み
れ 

★

川
谷　

重
治

長
瀬　
　

実

長
野
三
紀
男 

○

上
田　

宏
己

長
廻　
　

諭

小
山　

佳
宏

松
﨑　

康
真

福
島　

淳
子 

★

吉
岡　

良
治

石
倉
万
太
郎

兼
折　
　

隆 

○

岩
成　

秀
夫 

○

玉
木　
　

修

藤
原　

郁
子 

★

第
３
区

松
江
南
（
18
名
）

広
江　

朝
夫 

○

吉
田　

克
行

廣
江　

幸
枝 

★

浅
野　

真
治

宮
廻　

和
夫

矢
野
雄
一
郎 

○

石
倉　

克
志

角　

可
津
夫

荒
川　

道
義

諏
訪　

智
子 
○
★

村
上　

幸
可 
○

青
砥　

芳
美 

○

森
脇　

厚
志 

○

石
原　

晴
美 

★

目
次　

俊
司

坂
本　

宏
一

立
石　

琢
雅 

○

門
脇　

浩
泰

第
４
区

鹿
島
・
島
根（
25
名
）

桑
谷　

充
男 

○

中
村　

一
夫

宮
廻　
　

廣

井
上　

正
雄 

○

田
中　

正
彦 

○

鍛
冶　

敏
博 

○

新
宮　

文
雄

安
達　

一
正

中
島　

正
信

安
達　

眞
也 

○

山
本
マ
ツ
子 

○
★

井
上
紀
美
枝 

★

山
本　

慶
一 

○

余
村　
　

真

余
村　
　

琢

角
田　

祐
吉

中
村　

周
一 

○

奥
村　

千
草 

○
★

青
戸　
　

悟 

○

北
野　
　

清 

○

高
井　

美
範 

○

寺
本　

敏
夫 

○

福
島
由
利
子 

★

松
本　

忠
修

朝
田　
　

伸 

○

第
５
区

八
束・美
保
関（
15
名
）

門
脇　

悦
男 

○

平
田　

敬
市 

○

山
根　

博
行 

○

松
本　

良
秋

赤
山　
　

稔

大
西　

正
男 

○

大
西　

正
富 

○

寺
本　

圭
介 

○

木
村　

時
子 

★

門
脇　
　

博

渡
部　

文
明 

○

渡
部　

勝
幸

足
立
い
づ
み 

○
★

安
部　

美
子 

★

吉
岡　

敏
弘

第
６
区

東
出
雲・八
雲（
20
名
）

石
原　

憲
蔵

門
脇　

健
治

石
田　

哲
夫

周
藤　

康
令

佐
藤　

真
治

三
島　

一
成

小
原　

英
人 

○

山
根　

誠
志

岸
本　

治
子 

★

廣
江
真
紀
子 

★

石
橋　

正
利

安
部　

章
一 

○

石
倉　

主
一

稲
田　
　

宗

三
島　

嘉
浩

安
達　

武
彦

菅
田　

秀
高 

○

米
田　
　

巧

外
谷
三
枝
子 

★

田
部
眞
由
美 

★

第
７
区

宍
道
・
玉
湯（
21
名
）

堀
内　

新
造 

○

和
田　
　

稔

吉
野　

伸
子 

○
★

福
間　
　

悟

小
田　

朋
司

森
脇
久
美
子 

★

石
川　
　

廣 

○

小
豆
澤
正
久

小
田　

常
明

伊
原　

幸
俊 

○

小
豆
沢
幸
男

本
常　

精
二

杉
原　

浩
司

高
木　

光
博

煎
澤　

正
史

五
百
川　

裕

石
富　

吉
一

勝
部　

洋
二

武
田　

正
伸

小
豆
澤
康
子 

○
★

永
江　

り
え 

○
★

くにびき地区本部　新総代１４０名決定
設立時総代の任期満了（平成２９年９月３０日）に伴う第２期総代を選出するための総代選挙を実施した

結果、候補者数が選挙すべき総代数を超えなかったことから、無投票により、下記の通り１４０名の方が
当選されました。今後、組合員の代表としてJAの事業運営や重要事項を審議していただきます。
また、JA運営への女性参画を進めるため、女性総代拡大に取り組んだ結果、改選前（１８名）より７名

増え、２５名となりました。

◦�総代数　１４０名（７選挙区、うち再任５３名、女性２５名）※JAしまね全体で１,０００名（７０選挙区）
◦�任　期　平成２９年１０月１日～平成３２年９月３０日（３年任期）

○ 再任　　★ 女性� 総代氏名は次の通り（敬称略・順不同）。
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お
便
り
コ
ー
ナ
ー

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
お
ハ
ガ
キ

の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
地
域
の
元
気
人
」
の
庄
司
セ
キ
子

さ
ん
の
野
菜
作
り
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
私
も
定
年
を
迎
え
、
家
庭
菜

園
を
始
め
ま
し
た
。
庄
司
さ
ん
を
見

習
い
な
が
ら
、
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
Ｍ
・
Ｋ
）

　

8
月
号
の
似
顔
絵
道
場
の
記
事
を

読
ん
だ
際
、
息
子
か
ら
「
野
々
村
先

生
は
警
察
で
も
似
顔
絵
を
指
導
し
て

い
る
」
と
聞
き
ま
し
た
。
息
子
は
、

し
ま
ね
び
よ
り
の
野
々
村
先
生
を
見

て
、「
先
生
頑
張
っ
て
い
る
な
ぁ
」
と

懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

�

（
Ｋ
・
Ｓ
）

　
「
島
根
い
い
も
の
再
発
見
」。
８
月

号
は
キ
キ
ョ
ウ
生
産
者
の
特
集
で
し
た

ね
。
近
く
に
こ
ん
な
に
ス
テ
キ
な
花

を
作
っ
て
い
る
生
産
者
さ
ん
が
お
ら
れ

る
の
だ
と
感
動
し
ま
し
た
。
見
学
ツ

ア
ー
な
ど
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

�

（
Ｓ
・
Ａ
）

　　

西
条
柿
の
木
が
整
然
と
並
ぶ

東
出
雲
町
畑
地
区
の
山
あ
い
。

穏
や
か
な
風
に
揺
れ
る
木
々
の

間
か
ら
は
、
安
来
節
の
一
節
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
う
た
っ
て

い
る
の
は
森
廣
治
恵
さ
ん
で
、

10
月
８
日
に
東
京
都
で
開
か
れ

た
民
謡
の
全
国
大
会
出
場
を
前

に
、
農
作
業
の
間
も
唄
の
練
習

東
出雲町畑　森廣治恵

　さ

ん

に
励
ん
で
い
ま
す
。
干
し
柿
の

シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

多
忙
な
毎
日
で
す
が
、「
う
た
い

な
が
ら
作
業
す
る
の
も
楽
し
い

し
、
誰
に
気
兼
ね
す
る
こ
と
な

く
練
習
で
き
る
わ
ね
」
と
笑
い

ま
す
。干

し
柿
の
生
産

　

現
在
、
治
恵
さ
ん
は
、
夫
・

勝
芳
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
、
干

し
柿
の
生
産
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
所
有
す
る
柿
畑
は
、
町

内
５
ヶ
所
に
点
在
し
、
合
計
約

７
反
の
畑
に
は
２
５
０
本
の
柿

の
木
を
育
て
て
い
ま
す
。
９
月

現
在
は
収
穫
に
向
け
て
、
草
刈

り
や
摘
果
に
追
わ
れ
る
毎
日
。

治
恵
さ
ん
に
よ
る
と
、
特
に
大

変
な
の
は
柿
を
干
し
て
か
ら
だ

と
い
い
ま
す
。
自
然
の
空
気
で

乾
燥
さ
せ
る
た
め
、
日
々
天
気

を
に
ら
み
な
が
ら
、
朝
で
も
夜

で
も
柿
小
屋
の
様
子
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。
そ
の
仕
事
ぶ
り
に

勝
芳
さ
ん
も
「
秋
に
な
る
と
社

長
み
た
い
に
な
る
」
と
感
心
し

ま
す
。

　

ま
た
、
柿
の
ほ
か
に
も
、
中

国
野
菜
や
コ
リ
ン
キ
ー
、
茹
で

て
食
べ
る
落
花
生
な
ど
の
珍
し

い
作
物
も
栽
培
。「
自
分
が
作
っ

た
も
の
を
誰
か
に
お
い
し
い
と

言
っ
て
も
ら
う
の
は
、
何
よ
り

も
嬉
し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

熱
心
に
作
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ふ
る
さ
と
東
出
雲

　

治
恵
さ
ん
は
、
生
れ
も
育
ち

も
東
出
雲
町
。
幼
少
期
か
ら
柿

の
木
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
、
学

校
終
わ
り
に
は
農
作
業
を
手
伝

い
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
卒
業

後
は
地
元
の
農
機
メ
ー
カ
ー
に

就
職
。
勤
務
先
で
勝
芳
さ
ん
と

出
会
い
、
22
歳
の
時
に
結
婚
し

ま
し
た
。
以
後
は
、生
家
と
代
々

伝
わ
る
柿
畑
を
引
き
継
い
で
、

畑
地
区
の
干
し
柿
生
産
を
担
う

一
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
料
理
」
を
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
８
月
号
は
リ
ン
ゴ

寒
天
で
し
た
。
私
は
益
田
市
の
出
身

で
、
お
祭
り
の
時
な
ど
に
祖
母
が
作
っ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
懐
か

し
く
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
作
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。�

（
Ｃ
・
Ｋ
）

　

地
域
の
活
動
が
読
み
や
す
く
、
と

て
も
楽
し
く
記
載
さ
れ
て
い
て
い
い
で

す
ね
。
ま
た
、松
江
に
伝
わ
る
料
理
や
、

し
ま
ね
う
れ
し
ぴ
な
ど
興
味
深
い
料

理
な
ど
作
っ
て
み
た
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。�

（
Ｅ
・
Ｙ
）

民
謡
と
の
出
会
い

　

33
歳
の
時
に
、
知
り
合
い
に

誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

民
謡
を
始
め
ま
し
た
。
気
軽
な

気
持
ち
で
練
習
を
始
め
ま
し
た

が
、
徐
々
に
民
謡
の
奥
深
さ
と

楽
し
さ
に
の
め
り
こ
み
、
現
在

は
大
師
範
と
し
て
、
安
来
節
演

芸
館
で
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

自
慢
の
の
ど
を
生
か
し
て
、
今

年
２
月
に
、
畑
干
し
柿
生
産
組

合
の
全
面
協
力
の
も
と
、
畑
地

区
の
風
景
や
干
し
柿
を
題
材
に

し
た
「
東
出
雲
畑
音
頭
」
の
Ｃ

Ｄ
を
発
売
し
ま
し
た
。
畑
地
区

の
広
告
塔
の
よ
う
な
存
在
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
謡
と
干
し
柿
づ
く
り
で
地

域
を
盛
り
上
げ
る
中
、「
人
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
の
が
励
み
か
な
」

と
照
れ
笑
い
を
浮
か
べ
る
治
恵
さ

ん
。
人
々
の
笑
顔
を
糧
に
、
今
日

も
柿
畑
で
歌
声
を
響
か
せ
ま
す
。

中国野菜を収穫する治恵さん

治恵さん宅に隣接している柿小屋

摘果作業にも余念がない
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サン　サン
料理教室

11月のメニュー ＜ひと足早いクリスマスレシピ！＞ちょっと贅沢なフランス料理で もちろんデザートも！
★ローストチキン ★かぼちゃのスープ ★トマトサラダ ★ブラマンジェ
（都合により変更させていただくことがあります）

募集人数　�30名程度　組合員、利用者、松江市民を対象に募集します。� �
（応募者多数でご参加いただけない場合は11月20日までにご連絡いたします）

参加費　2,000円（当日徴収いたします）
準備品　エプロン・三角巾・マスク・筆記用具など
申込締切　平成29年11月13日（月）

※開催時間より開始しますので、時間に余裕をもってお出かけください。

11月・12月の内容   『着物リメイクのカーディガンジャケット』
絣の柄が目を引く一着。羽織るだけで、すてきなコーディネートが完成します。

募集人数　10名程度　参加費　各500円
準備品　�ひとえの着物（紬）1枚、ボタン（直径1.5㎝）縫い糸、裁ちばさみ� �

縫い針、糸切りばさみ、チャコペン、待ち針　アイロン、物差し

申込締切　平成29年11月20日（月）

いつもと目先をかえて、いつもより華やかな食卓で家族を驚かせてみませんか？
フランス料理シェフ三島喜久雄氏に学びます。

家の光記事を参考に、みんなで楽しくか
んたんハンドメイド！
一人では出来ないことも、みんなで克
服！家の光講師がやさしく指導します

＜写真はイメージです＞

日
時11月27日（月） 10：00～13：00

日
　
時

11月29日（水）
12月15日（金）
14：00～16：00
（2回コースです）

サン　サン
手芸教室

お申込み/お問合せ   ①住所②氏名③電話番号をご記入の上、はがき・FAX・Eメールでお申込みください。
　　　　　　　　　　 〒690-0823  松江市西川津町1635-1　JAしまねくにびき地区本部　総務部ふれあい課
　　　　　　　　　　 TEL：55-3018　FAX：32-6870　Eメール：community-affairs.kun@ja-shimane.gr.jp

場所  くにびき地区本部San・san館
　　　    松江市西川津町1635-2

松江に伝わる郷土料理を次代へ伝承していくため各地区のメニューを季節ごとに紹介します。

栗 の 渋 皮 煮

①�栗を熱湯に入れて冷めるまで放置し、皮をむ
きやすくしておく。

②�渋皮を傷つけないように鬼皮だけをむき、む
いたらすぐ水につけておく。

③アク抜きをする。
（ア）�鍋に栗とひたひたの水、重曹小さじ1と

1/2を入れて中火にかける。沸騰したら
弱火にし、5～10分ほど茹でた後に湯
を捨てる。水が濁らなくなるまで流水で
洗う。

（イ）�（ア）をもう一度繰り返し、渋皮に傷が
ついて裂けてしまったものは取り除く。

（ウ）�表面の綿状の繊維は指のはらや小さな
ブラシできれいにする。黒いひも状の
繊維は楊枝などで取り除く。

（エ）（ウ）を水から茹で、沸騰したら火を弱
めて、さらに5分ほど茹でる。

④�栗の水気を切って鍋に入れる。水をひたひた
に注いで砂糖150g加えて火にかける。沸騰
したら弱火にし、アクをすくい取りながら30
分程煮る。

⑤�残りの砂糖150gを加え20分程弱火で煮る。
火を止め、冷ましたら出来上がり。

【作り方】

今月の
料理人

鹿島支部

川下千寿子 さん（右）

井上紀美枝 さん（左）

秋祭りやお正月に食べられ、お茶うけにぴったりな栗の渋皮煮。
細かな繊維や筋を取り、何度も渋皮のアクを抜くのは、手間と時間
がかかります。

それだけに、栗の渋皮が生むつややかな光沢と、しっとりとした
味わいは、なんともいえず奥深いものです。

保存する際は、煮汁ごと密閉容器に入れておきます。2
～3日おいて味を馴染ませた方が美味しいですよ。（冷蔵
庫で1か月程度保存可能）強火で煮たてると、渋皮が破
れて煮汁が濁るので、火加減は常に弱火です。鍋にアク
が付着しますので、合間で鍋もきれいに洗って使いましょう。

【材　料】5人分
・栗……５００ｇ　・重曹……小さじ３　・砂糖………３００ｇ

②

⑤

③の（ウ）

④

参加者
募集!

カーディガンジャケット
～パッと羽織るだけでさまになる～
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2017
１０月２８日㈯
ＡＭ７：３０～

法吉さわやか朝市
２５周年記念イベント
☆法吉支店前駐車場

新鮮野菜の即売会、新米販売、新米のすくい取り、新米を使ったおむすび
とシジミ汁のサービス、バザーなどを計画中です。
◎法吉支店連絡会　◆法吉支店　☎２１ー３６９０

１０月２９日㈰
ＡＭ９：００～ＰＭ２：３０

１１月3日㈮
ＡＭ10：00～ＰＭ２：３０

第２４回クリエイティブ
フェスタin鹿島

☆鹿島総合体育館多目的広場、野外音楽堂

地元産品の販売、カニ味噌汁無料サービス、北澤豪さんのサッカー教室、
ビンゴ大会、ゲームコーナー、焼きいも、餅まき、米のすくい取り、お楽
しみ抽選会など
◎クリエイティブフェスタin鹿島実行委員会
◆まつえ北商工会　☎８２－２２６６

１１月3日㈮
ＡＭ8：００～ＰＭ1：００

第５回だんだん健康
ウォーク大会

☆くにびき地区本部物流センター前駐車場

縁結び大橋とくにびき大橋を渡る約１０キロのコースを歩きます。芋だんご
汁の無料提供や特産品の販売のほか、お楽しみ抽選会など企画中。※雨天
決行
◎�くにびき地区本部　共催：くにびき女性部、くにびき青年連盟
◆総務部ふれあい課　☎55－3018

１１月３・４日
3日㈮AM9：00～PM3：00
4日㈯AM10：00～PM2：30

マリンハートフェスタ
inみほのせき2017
☆美保関総合運動公園周辺

地元小中学生の発表会や作品展示のほか、各種団体の催し物、ステージイ
ベント、模擬店の出展などを企画中。４日は野菜、西条柿の販売も予定。
◎マリンハートフェスタ実行委員会
◆美保関公民館　☎72－3624

１１月５日㈰
ＡＭ９：３０～ＰＭ２：３０

第２４回名尾が丘まつり
☆生馬公民館・生馬小学校体育館

生け花や農産物の品評会・即売会、新米のすくい取り、つや姫・きぬむす
めの無料配布、杵つきもちの実演販売を実施。
◎農政会議生馬支部・ＪＡ名尾が丘まつり実行委員会
◆生馬店　☎３６－８４５６

１１月５日㈰
ＡＭ９：００～ＰＭ３：００

宍道町産業祭
（商工祭＆農業祭）
☆宍道支店駐車場

地元新鮮野菜、各種模擬店も出店します！もちまき、米のすくい取り、新
米おにぎり販売、楽しいステージイベントも計画中！
◎まつえ南商工会・宍道支店運営委員会・松江市農政会議宍道支部・産直
出荷者協議会　◆宍道支店　☎６６－０４１６

１１月５日㈰
ＡＭ１0：００～ＰＭ3：００

第30回島根町ふれあい
フェスティバル

☆島根公民館、島根中学校体育館周辺

地元の農水産物の試食販売、カニ汁無料提供、特産品（しいたけ、みたら
い米）のつかみ取りなどを予定。
◎島根町ふれあいフェスティバル実行委員会
◆事務局　☎55－5722

１１月12日㈰
ＡＭ１１：００～ＰＭ２：００

宍道そば祭り
☆ショッピングスクェアベル駐車場

地元で収穫された新そばを使った、割子そばやかも南蛮そばを提供。地元
産の農産物の販売なども計画中。
◎宍道そば祭り実行委員会　◆宍道支店　☎６６－０４１６

１１月１９日㈰
ＡＭ１０：００～ＰＭ2：００

エコロたまゆ祭
☆Ａコープたまゆ店特設会場

わんわんふれあいコーナー、もちまき（当たりくじ付き）、歌と踊り（ゆ
まち保育園）、米のすくい取り、炊き込みご飯、焼そば、豚汁などの飲食
物も出店する予定。
◎エコロたまゆ祭実行委員会（玉湯支店運営委員会・グリーンショップた
まゆ・産直出荷者協議会・松江市農政会議玉湯支部・（株）Ａコープ西日
本たまゆ店）　◆玉湯支店　☎６２－１３１３

１１月１９日㈰
ＡＭ９：００～ＰＭ３：００

エコロかわつ祭
☆エコロかわつ

（川津支店別館）前

地元農産品や加工食品の販売、新米すくい取り、豚汁サービス、焼そば、
焼き芋、綿菓子、たこ焼きなどの販売を実施予定。喫茶コーナーと遊戯
ブースも設けます。
◎川津支店運営委員会・産直出荷者協議会川津支部・農政会議川津支部・
Ａコープかわつ・JAグリーンかわつ　◆川津支店　☎２３－２４２４

１１月２３日㈭
ＡＭ９：３０～ＰＭ２：００

エコロふるえ祭
☆古江支店・エコロふるえ駐車場

フリーマーケット、もちつきの実演販売、フランクフルト・焼き芋の販売
を実施。喫茶コーナーやゲームコーナーなど、楽しいイベントを計画中。
◎古江支店運営委員会・Ａコープふるえ・グリーンショップふるえ・産直
出荷者協議会　◆古江支店　☎３６－８１５７

１１月２３日㈭
ＡＭ９：３０～ＰＭ１：００

エコロやくも感謝祭
☆エコロやくも駐車場

地元農産品の販売、米のすくい取り、綿菓子、ぜんざい、豚汁サービスな
どを計画中。子どもたちの手作り作品の展示も行います。
◎八雲支店運営委員会・産直出荷者協議会・Ａコープやくも・グリーン
ショップやくも・八雲支店　◆八雲支店　☎５４－１１２２

松江市農林水産祭　☆松江総合運動公園中央広場

苗木無料配布
※引換券配布 	９：３０～（本部隣）
※�苗木引換 	 １１：００～１３：００（本部隣）

もちまき（ステージ前）
・１回目　開会式後　
・２回目　閉会式後

米のすくい取りや
歌と踊りの

ステージイベント

地元のうまいもの、どっさり集めました！生鮮野菜・果物・加工品・花・お茶・鮮
魚・しじみ・もち・玄丹そば・樹木など

◎松江市農林水産祭実行委員会　◆松江市産業観光部農政課　　☎５５－５２３２
　または、JAしまねくにびき地区本部　営農企画課　☎５５－3030

秋のイベントカレンダー
おいしい秋みーつけた！

Ａｕｔｕｍｎ ＥＶＥＮＴ ＣＡＬＥＮＤＡＲ ☆開催場所　◎主催　◆問合せ先

※開催時間と内容については変更になる場合があります。

※�都合により、内容が中止・変更になる場合もあります。
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○くにびき地区本部金融部ローン営業センターでは、
毎週土曜日（10：00～15：00）に休日住宅ロー
ン相談会を開催しています。要予約。
◆お問合せは 0120-988-380まで。

※各相談とも無料で
　お受けしています。

日 曜日 相談会内容 場所・備考
9 木 税務相談会 川 津 支 店　TEL：23-2424　10：00～12：00
10 金 税務相談会 宍 道 支 店　TEL：66-0416　10：00～12：00

11

※税務相談会のご予約は、開催日２日前までにお願いいたします。予約先：開催会場となる支店まで。

11月15日㈬、16日㈭11月 ふれあい訪問日

地元産新米が当たる
お楽しみ抽選会もあります！

地元産新米が当たる
お楽しみ抽選会もあります！

 
 

 
 

 

  

 

 

 

フレンチランチ婚 
in 松江 

平成 29 年 12 月 9 日（土） 

AM 10:00～PM 14:00  
 

会場：JA しまね くにびき地区本部  

San・san 館 
 

募集対象： 松江市に在住もしくは勤務されている 20 歳～40 歳代の 

男女各１５名募集（応募者多数の場合は抽選となります。） 

司   会： 土井 小百合（フードコーディネイター） 

参  加 料： 1,500 円 

服   装： 少しおめかししてお出掛けください。(男性：ジャケット着用) 

申込締切： 11 月 1７日（金）必着 

申込方法： 住所・年齢・性別・電話番号・メールアドレスを記入の上、 

ハガキ・FAX・E メールでお申し込みください。 

 

JA しまねくにびき地区本部 総務部ふれあい課 

〒690-0823 松江市西川津町 1635-1 

   TEL 0852-55-3018  FAX 0852-32-6870 

Mail：community-affairs.kun@ja-shimane.gr.jp 
 

主催：ＪＡしまね くにびき地区本部 

会場：JAしまね くにびき地区本部 San・san館

募 集 対 象： �松江市に在住もしくは勤務されている20～40代の男
女各１５名（応募者多数の場合は抽選となります）

司 会： 土井　小百合（フードコーディネイター）
参 加 料： 1,500円
内 容： �バイキング方式でフランス料理を楽しみながら、カッ

プリングを行います
申 込 締 切： 11月 1７日（金）必着
申 込 方 法： �住所・年齢・性別・電話番号・メールアドレスを記入

の上、ハガキ・FAX・Eメールでお申し込みください。

JAしまねくにびき地区本部　総務部ふれあい課
〒690-0823　松江市西川津町1635-1
TEL 0852-55-3018　 FAX 0852-32-6870

Mail：community-affairs.kun@ja-shimane.gr.jp

主催：ＪＡしまね くにびき地区本部・松江市

くにびき地区本部

新入職員紹介

おさいふカードポイント

有効期限のお知らせ

①出身地区
②趣味･特技
③好きな言葉

（平成29年9月1日付）
☆ＪＡしまねくにびき地区本部の新しい顔！新入職員をよろしくお願いします。

平成27年に付与された「おさいふカードポイント」の有効期限は
平成29年12月31日までです。対象となるポイントは、店頭端末、
支店窓口などで、ご確認いただけます。

松江フレンチランチ婚

①東茶町
②散歩　③前向き
④�笑顔を忘れず、一生

懸命頑張ります！
⑤金融業務課

井
原
絵
梨
子

來
海
　
　
歩

①乃白町
②野球観戦　③闘魂
④�不慣れなことは多 あ々

りますが、笑顔を忘
れず、話しかけられや
すい雰囲気づくりを心
がけ頑張ります。

⑤乃木支店

岩
田
　
紋
音

①忌部町　②魚釣り
③長く助走をとった方
が、遠くに飛べる
④�せっかちな性格なので、

行動する前に、一度よ
く考えてから動くように
気をつけています。

⑤資産相談センター

福
島
　
一
樹

定年退職者

（平成29年8月31日付）

永年お世話になり
ありがとうございました。

安達　清次 門脇　有悟
①玉湯町
②カラオケ、踊り、スキー
③あなたでよかった
④�地域を愛し、地域に

愛されるような職員を
目指していきます。宜
しくお願い致します。

⑤宍道支店

④自己ＰＲ
⑤配属先
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